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農産物の商品化1二ついて

川　村 琢

　　　　　　　　　　1

　商品経済の農業への滲透は著しい。農林省27

年痩農家経済調査によれば，農業経営費中の現

金部分の占める割合は全体の71％に達し，家計

掌中の現金部分は56％に及んでいる。（内堀27

年度）この現金部分の確保のために，農家収入

の主要部分である農業収入の61％を現金化し

ている。今煽ではもはや引堤経済から離れての

農業は存在し得ないことはいうまでもない。農

業収入の滅金部分は，とりもなおさず農畜産物

の商品化により，その種類にしたがっていろい

ろな比率で商晶化がおこなわれている。100％

に．近い果樹，畜産物，工芸作物から30％から7G

％｝こまで及ぶ耳菜類，25％から55％の馬鈴薯，

甘藷，銘較野口給性の高い豆類，雑穀，麦類，

米はそれぞれ30％，20％4G％，50％を蔚後

している状態である。（農林省∫農母物の商品化

に関する調査26年）この商品化率は全銀平均

であって，地帯により，また，農家の経営規模

の大小によって，この率が相違することはあら

ためていうまでもない。米の蕎品化率は金照で

51。7％であるが，最大は北海道の62．6％，次い

で東北の589％最低は南海の35．8％であり，

大豆は全国40．8％，・最高北海道の66．6％最低

北九州の24．3％，馬鈴薯は金閣54，5％最冶f北

海道の74β％，澱低北陸の支6．4％等の如くであ

る。また麗家の繰営規模の大小によって米の海

晶化率は次の如くに違っている。すなわ’ら，東

北，北陸，・東海，瀬戸内とも1陶』求満の経裳ζで

は商品化率は26。4，20．1，22．0，、20．0％である

が，來北の5晦以上の農家，北陸の2町以上，

藁海の2町以上，瀬戸内の2町以上は75％を越

えている。北海道でも礼幌1也獣の3町以上の各

階層の農家は7王％以上の醸品化率を示してい

る。商品亀率の高い果実，コ：二芸作物，畜産物は各

主要生産地帯において，著しく高い比率を示し

ているが，これら一品化率の高い生麓物は地区

によって生産の比璽が異っている。果実は，90

％前後の商品化率であるが，地区の1戸当平均

としてみた販撮代金の構成の比率からいえば，

金照では4．5％で近畿の12％，瀬戸内8・8％，東

海6。3％，北関東5◎％で北海道は0．1％，北下

は0．2％，北九州，南海は2．0％以丁となってい

る。工芸作物について屯南海，東海，瀬戸内が

高い比率を占め，畜産（養畜，養蚕）では北関

棄，山陰，南関藁，東海，瀬戸内海が高い。大

ざっぱにいって商業の発展している地帯ではこ

れら商界化率の早い作耳勿の栽培が多いといえよ

う。

　さきに農家経済の貨幣への依存度が高いこと

を指摘したが，各平々の経営規模農家にとって

現金の収入を見ると，いずれの地区においても

当然のことながら現金駅入の総額は，経営反劉

の大きさにしたがって大となっている◎ところ

で，各生産物の商li溺ヒきれた金額の比率，いい

かえれば，販売された金額の全体の労金堰入に

鰐する比率をみると，階層の大なるにしたがっ

て，販売金額の姥率の大きくなっているものは，

各地区ともに稲作，園芸であって，麦作や雑穀，

豆類，藷類，養蚕，養畜は必ずしもそうではな

い。稲作は地帯に」こって鑑率も違い肩駐ば東

北，北陸では7｝1階層の！l之下層47・4％から最上層

の80％前後にまで至っているが，東海，近畿，

瀬戸内では20％前後から40％以上までに過ぎ

ない。園芸は東北や二iヒ陸では階層の高低とは余

り関係はなく東北では最下層が最大の比率25％

を占めているに対し，上層は約7％に過ぎない。

ところが近畿，瀬芦内になると最低の23％か

ら40％を越えている。　この琵率は各個の縫営
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の環金収入の総額が著しく大中小の反別に応じ

て棺建しているからプ少ない姥率でも大きな反

別では現金の額は大きい。いわば，各地鼠とも

大経営ではその商品化率も金額も大きいという

ことである。しかるに零細な反劉では必ずしも

適当な生産物を乱曲化しているとは限らない。

　この生産物の商品化に餐する梢｝蓮は経営反別

の大小が実は経鴬条件の絹違をあらわしている

ためであることはいうまセもない。これらの経

営条件を，いわゆる投下資本の大小や，その資

本の固定部分や，流動部分の比率と労働賃金（自

家労働や雇傭労働）との関係に基いて，生産力

の水準を打ち出す試みはここでは行なわない。

ただ一般的にいわれている，反別の大きい経

営では投下資本が大きく，生麗力の水準も高い

という例証をわれわれは知っているからに外な

らない。そうであるとすれば，商品化の率や金

額の多い階層はいろいろな面で有利な生産を行

っていると一応いいうる。ところで，これら各

階層の三二が現実に彼等の経営から受取る農業

所得は，1日当り最低11！円から330円までで

あって，もし1力露300日働くとしても3万円

から10万円のものに過ぎない。（25年）勿論こ

れだけの収入では家族を養うことができない。

このため1こは兼業収入を行っているわけである

が，この農外収入の総現金駅入に対する割合は

最下層においては北陸の86％を最高に，瀬戸内

及び東海の70％，棄北では67％に達している。

農外回入はこれより上層になるにしたがって激

滅しているが，大体総現金収入の2割以内の農

外収入は各地区とも2町前後であろう。そして

この2町前後はまた1入1旧当りの所得も200

円に違するのであった。（昭和24年）

　以上は農家経済調査を主たる対象として論議

’をすすめたのであるが，もし以上の離提に立つ

とすれば，農業を主とする農家は約服鋪む後の

農家であり（北海道を除く）この農家は商品化

率も高く，現金収入もこれ以下の農家とは格段

の相違を示している。

ヒ2

　さぎに．臼本の農業の生康物が二品化される態

様を，大ざつばであるが農家経済講査を基とし

て遡求してみた。農産物は各地帯，農家の経営

の大小によって著しく多様であり，そして商品

化の程度は，商業の進んでいる地帯や，経営規

模の大きい農家ほど進んでいるのを見たのであ

った。けれども日本の農業においては，1隙5反

未満の農家が圧倒的に．多く，全農家戸数割610

万のうち約500万戸がこの層に属しているので

ある。これら農家は，さきの農家経済調査でい

えば農外収入に．依存する程度が70％に及ぶ1

町未満の約400万戸と，同じく40％に．達iする1

町5反未満の約100万戸め農家であって，ここ

では農業生産の1農家当りは15万から20万程

渡に過ぎず（24年）したがってその生産物の商

品化も著しく低い。いわゆる自家飯米的な生産

を行っている農家が主体をなしているというこ

とができよう。1町5反以上の農家は約100万

戸であり，約90万戸は1町5反以上5町未満の

農蒙であって，5町以上は8万戸をわずかに越

えるに過ぎない。これら1町5反以上の農家は

さきに指嫡したように商品化の率も高く，収入

も大きい。そしてこれらのうち規模の大きな農

家では，その地帯に適した作物を栽培し，また農

業経営の技術からいってある程度の輪作形式を

とり入れたり，あるいは生産物の砲撃次第では

評議式な経営を行っている例も少なくはない。

彼等にはこれに応ずるだけの資＊の投下が可能

であり，またこれを実践するだけ’の教養も与え．

られ，奨に労働力の必要さは零細な農家から供

給されるという便宜もある。しかしこれは著し

く限られた小数の農家であって，生型物の種類

によってはすでに資塞蒙的な生産様式をとり入

れジるものもあるのであろう。果樹園芸や畜産

にみられる特殊の商業的農業である。これら特

殊の農家をのぞく大多数の農家にあっては依然

として生産は小規模のもとで行われ，2町酪後

の90万戸はほ’ぽ小農約な生産として，水田と蜘

では作物の種類や数量の比率は異るが，各種の

生御物を小量ずつ生産している，細分化された

生産であるとい1、・うる。

　小擬以外の零細農はここでくり返しのべるま

でもなく，回米確保のための農業とでもいうべ

きものであるが，その数は500万に達し等々の

生産物の商品化率が4・であっても，全休として
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みるならばその数量は樽当多いものである。彼

等は食糧生産を主とし，自己の食糧以上の余裕

のある場舎において販売するに過ぎない性質の

ものである。しかるに商晶経済の農村への優入

にともなって，彼等といえども［ヨ吻消費以上の

部分だけを商品化するというわけにはゆかな

い。必要にせまられては彼等の自給部分までさ

え販売するという，いわゆる窮迫販売の形に．ま

で追いつめられて1、・る。彼等は霞米農家であ囁

．り，窮遊叛董農蒙である。． ｵたがって肉写保有

量にくい込んだ閉山化が，彼峰の剃下fヒ率を高

めるわけである。小農の場合においても，かか

る性格がないわけではない。豊作の年だけしか

余裕がえられないとさえいわれた小農の掌メll格は

里雪の差こそあれ窮迫販壷であることには間違

いはないようだげ現乱行なわ湾tている農手制度

は明らかに．青田売りの一形式であり，あるいは

北海道のよう1こ下馬のさ中にとりき’められるこ

の制度は，白田売りとでもいう方が適切である

かも知れない6このように51本の農業上産物の

商贔fヒは著しく細分化された単拉のもとで生産

され，その生産物はξヒ産者である醤’家の貨幣獲

得の必要から冗りいそぎを強いられているばか

りではなく，細分化されている単位からの，き

わめて少難の商品が提供されるという点で販元

港としては著しく不利な立勘に立たされている

のである。すなわち，農林省調査によれば1戸

平均反別1町6反の潜艦の販売代金は約145千

円であって，そのうち編作収入は媛6．8％を占め

．約68干円，養畜収入が9．4％で約14千円，麦

作収入7．9％で約11千円，エ芸作物7，7％で11

干円等である。1催の事無体として圏内市場に

参加するには余りにも微窟たる販売であるとい

わなければならない。（26年）もとより，この

平均反別や1戸触りの販充代金は地区によって

相田し，そのなかで北海道ば町勢も5町4反で

収入も約32万円に達するが，その他の地区では

反溺も平均に近く収入もまた平均に趣、・。これ

ら∫摩坂別以上の農∵は・すでをこ指摘した通り

100万戸に過ぎず，．この平均以下の農・が500

万戸に達している現状では，これら大部分の平

均以下の農家は販売代全の総額もおそらくこの

平均以下であると推測され，したがってこの著
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しく細分化された単位の生産物が，地方市場や

・巾央市場に結びつくためには1採引単位からいっ

ても，生誕宕の経済的な能力からいらても単独

では不可能で，何等かの取引機関の仲介を予定

せざるを得ない。

3

　もとより産業資本として確立を見た濃業にお

いても販売は坐産物め価1直実環の過程とむて，

流通過程として当然経過しなければならないと

ころのものである。そしてこの流通過程を経て

生壁物の価額が実現されて，はじめて生産の翻

的が達せられる。したがってこの流通過程が完

了するまでは再生産は行なわれ1りない。この流

通の期間中生田が伽1二しないとすれば少なくと

もそれに必要な追加撲資が行なわれなければ

ならない。この追加投資の部分が商業資塞の介

入によって郷約されるとすれば，商業資本｝こ網

応ずる平均利調を蕊二1拙誠箕の利潤部分から与え

ることはかえって産院資本が追加投資によって

流通過程に参加するよりも有利なわけである。

そしてこの流通過程の中で生灘物のイ隅隅を附加

する運輸業や含母：裳の機能からも産業資本がは

なれることができれば・産業資本≧して生産事

業に専念できることになる。ところで睦穿資本

として確立を見ない過渡的な段階にある商業的

農業や，更に．自給的農業を主として間脳部分を

販売するような零細農の場合には勿論産業戸田

と商業資本との関係のように資本鋼社会のルー

ルに完全にのった関係でないことは明らかであ

る。ここでは商兼資本としてではなく，むしろ

前時代の商人資本として零細な小農貸手の，小

農の弱点につけこんだ買いたたきを実施し，い

わゆる不等価交換を行う余地が与えられること

になる。ここでは多数の端手と限られた買手と

の関係として，売手に不利な不完全競争が行な

われることとなる。

　この市場への結びf寸きはかって商入資本の活

躍の緯会を提供したものであった。少董の生蔑

物しか商漁化しえない農メの弱点は，更にこの

幽門化部分だけは必ず販売しなければ生産のた

めの肥料，農機臭類の購買に必要な現金を確保

し得ないという圏点とからみあって，商人資本



のいわゆる買いたたきを可能ならしめる条件で

あった。生産物の買取りが低熟議で幽ればある

だけ，これに対応する巌ぶの態勢は量で以てお

ぎなわれたのであった。そして，これらの諸条，
　　じ
件は絶えず生産者の賊偏心としてのv場を弱め

ていたものということができる。この事椒象鼠

捕の商人資本に対する関係ばかりではない。近

代的な合装加島こ対する販ラ‘ごに際しても，産壌

資本はこの黒酒を活用すろことをさまたげなか

った。特約形式による農業生巌は，産采嚢叔こ

対する心門の生産物の販売において1も，持ちこ

まれたところのものである。すでに以前から問

題になっている論蚕や，ビール戯曲の例に寝る

ばかりでなく，北海道ではビート，アマ，牛乳

などにおいて，会桂1則1ま技術指導を行い，肥料そ

の他の生産資材を提供して独占的に生産物を確

保するわけである。ここでは商人資本の介入は

ないが，すでにのべた細が化された生肱砦たる

多数の農家と，強力な塵1∴資本との問に取引が

行なわれるのであるから，生産物が他に印環屠

ることが不漁能であるという心情も加わって，

生門門の立場を不利にしていることは明らかで

あζ》。この特約升｝【i度のもとでは生威者は産婁資

末のための実質上の当湖面になっているといっ

ても過βではない。

　この遽いつめられた販売な余儀なくされてい

ることは，～般の商品が市況に応：じて耳’引され

るのとはちがって，農面ことっては市況を無視

した態度を強制されることとなる。すでに過去

の米の販売が廿授秋の緬f直の抵い時期1こ降量1たに

放出され，端境期には販売するどころか高い価

格で購入しなければならない事楕におかれたの

であった。この供給のかたよりは，嚢糧のよう

に需要の一定した，いわゆる弾力性のない響；｝要

には著しく姫格の亦鋤を大きくせしめるもので

ある。米価指数が8月に106に達するのに，11，

12，1月は99から93．8に．低下をみせているの

は，前菜が1年の販売量の52．5％を11，12，1

月に販売し，6，7，8には12．4％を販売すると、・

う嘉実によって長1ナけられているのであった。

のみならず農産物の雷要の変動に対して，一般

的に．小農生産では自然条件による豊劉に左右さ

れ，また耕地の増試の鑓難さや，市場への劉離

の遠いこと，貯蔵の困准さなど，そして更に生産

が細分化されていて，これを組織だつた供給に

導くことのむずかしさが，農産物の供給を著し

く非弾力的にならしめ，農産物緬格の変動をは

げしくしているのである。そしてこの変動のは

げしさが市場が拡大されて，圏際勇i勺規模にまで

発識すると翼に一層はげしくなるのであるが，

このノ鯵を技機的に利用しうるものは，箔場と

のつながりをもたない，これら零細な農家では

なくて，実に商人資本であるということである◎

かつて肥料商や米商版商が，謄飢民の買取りに

は農家の窮迫に応じ，また貸1ポニの膚利さを利

価して買いたたき，販ノしに際しては市況の変動

に応じて有利に販売することができ震のであっ

た：。

　農僅物の価格の低さを，だからといって，商

人資本の独占的機能に求めようとする遷論は正

当ではない。前時代の商品化が偶然的であり，

またその他の経済外的な事情に強制されて商品

化が強いられているところでは，商調資本はそ

の独裁的威力を発揮できたのであるが，今日の

日本において継lll‘的に正常に商r劇化が行なわれ

ている段階では，前時代的な威力をもちうるも

のではない。のみならず商人山塞自体が農ヌか

ら買上げ価格の決定に際して，一つの暴利を考

えていること自体，一つの価格の基準が萌提さ

れているはずである。われわれはここで農産物

価格が低いという理論的根拠を展開しようとは

思わない。しかし商人資本との関係において農

｝ミが弱点としてもっている，辰∫の零細な経営，

生産の細分化の形こそ，脹。、力帯自らの生産物に

対して最小限の出費の保障，いいかえれば費用

価格（徴呉，肥料，農薬の現実的な出費に労働

報酬）が実現されさえずれば生産物を販売する

という，すでにのべた農㌧｛の生産上の弱点が，一

般の利潤や正当な自∵労働の報醗を無視する事

態に農家を無い込んでいるといえよう。したが

ってこの生澱上の弱点が価格の決定に際して農

家の立場を不利に落しいれているわけで煎る。

　このような・」・農の生産上の弱点が存在する限

りは，農産物は基本的に低い緬格を打ちやぶる

ことは，需妻の面で急激な増大が発生した場会

を除けば，あり得ないことである。ただ取引の
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機構｝こおいては門主的な画素の自衛組織が確立

されるとすれば，商人資本の暗躍を紡ぎ，彼等に

流れこむ特殊利潤の排除に効果のあることを否

定するわけにはゆかない。しかし協同組合の機

能もいろいろな点で限界や飼自力騰って，金く

商人資本の存∫Eを否定することはできないが，

少なくとも農産物の流通過程における詰望胴を

節約し，流通過程の資本の合蔓1茎豹な存伍をある

程慶主張する可龍性を与えるものということが

できる。

　　　　　　　　　　4

　さきに地区によって農産物の商晶化の程度が

異り，また農家の経営の規模によっても繭品化

率の違う事態を掘解した。歯しで一般の・膿以

下においては商品化率は少なく，商畠化も窮迫

販売であることを示した。これら一般の小農以

下の農家をのぞけば，或る程度近代約な生産様

式をとり入れた農家の存在を暗示したのであっ

た。この近代化された農家は程度の差がある

が，農産物を高度に商品化して，零細な農家に

対しては比較：i勺高い所得をあげているのであっ

た。いま，販莞数量を比較してみると，みかん

の主窪蓋地である棄海，近畿の地区で5反来満に

対して2町以上では，それぞれ40倍，70倍で

あり，同じく葡は2，449倍，米も販売凧上の比

重の大きい東北地区では1町未ll毒と5町以上，

北陸地区の5反来満と2町以上では約301音以

上の違いがある。この販売数籔の大きいことは

同」舗こ商繊化率も高も収益率も多いという事

情に裏付けられていると推測できる。ところで

第一にこれら商品たる農麓物1象特定の地区に集

中されていて，しかも経鴬規模の大きい，いい

かえれば投下L資本の多い，緊迫的にもすぐれた

経営で多量に生瀬されているという事情は4也の

地区の，任意の義膜の農家の｛壬意の生薩を容易

に許さないということを意味している。生産物

の種類によって相違はあるが，例えば果樹や種

子の生産はこの事情を端灼に示しているものと

思われる。すなわちこれら生癒響勿には適地の選

定や，載培上の高度の鼓術，施設その他の留山

限の条件があって，この条件を満足させるもの

でないかぎり，かかる種類の生産は任意におこ
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なわれえない。この条件をみたすものは，いう

までもなく，ある程慶立地において，投下資本

において制限をうげるわけである。

　この生産上の条件はまた生産物数日を固定化

している要因に：もなっている。生産物の商品と

しての性格・がつよければ当然出荷前にお1ナる選

溺，検査などが厳密におこなわれ，これまた生

薩の鋼限に強く反作用を及ぼすことはよく知ら

れているところである6しかし，だからといっ

て生産が制定化してしまうとは限らない。限ら

れた生七島や生産上の反別であっても，反当り

の収量を増加することは絞術的に可能である。

生産統劇が反別についておこなわれている場

合，この統制を打破る要因はいつでも反収の増

加にあった。

　われわれはここで農産物の需要の問題をとり

あつかうわけにはゆかないが，一般に弾力性の

少ないといわれる農産物の需要に対し，もし供

給の条件が閥定化できるとすれば，農産物を有

利に販売することができる蔚提が与えられるこ

ととなる。勿論いまや農愚物もその主要な部分

は世界的瀬瀬として，一国の供給の変化を国際

的に平均化しようとする傾蒲にあり，特に．戦後

国際灼に虚業が戦争の被害から恢復する｝こつれ．

て，過剰生船の状態に追いこまれている。この

場合日本だけが繭内の生灌では不足であるとい

う理由で，有利な食糧の価格を夢みることはで

きない。そして今後ますますこの傾i醸ま強まる

に縮汚ないと思われるが，特定の生産物，すな

わち困内で生産され消費される生産物は条件に

よっては，需要の聞定性と供給の霜露的性格に．

基いて，一・応バランスのとれた関係に．おかれ，

これを取引する機関が圧倒約に，この生産物を独

占できる場合においては一一この場合には巌然

協洞組合なり，あるいはζ｛三麓者の会祉なりが登

場するが一生産物の価値の実現に菊「利な条件

となることはいうまでもない。このような特殊

条件は恐らくは種干の生産に見られる1こ過ぎ

ず，したがってその量も比較的少ないものであ

るが，ここでは需要者は一定の農家であり，生

産者は防疫法による検査制度によって特定の条

件をもつた特定地帯の特定農家であるし，これ

を圧倒約に取扱う取引機関は猿岡組会の系統で



あるという特殊な事情に躍かれている。

　以上の例に示したように，農産物も特殊な条

件が具備される場合には現義の経済事情のもと

でも特殊な恵まれた商品化の1ナミ態をもつことが

できる。しかし一般的には大多数の窮謹撰化され

た農家によって販売される麗産物は需要の如何

にもかかわらず農家の手もとを離れる場合の価

格は原員ll的に最砥の価格におさえられ，『 s況の

如何によって展開される樺機的利益1象中聞に存

在する商業機関に．よって行なわれるに過ぎな

い。

　一般に農塵物の商描化は，　1）零細な多数の

農家によるか，特定の少数の商業的農業を営む

農家によって販売きれる商品であるかによっ

て，2）需要者が不特定の多数の消費者である

か，特定の需要者であるかによって，璽に，3）

この象引の機関が商人資本であるか，産業資本

直接であるか，あるいは協同組禽の系統組織に

よるかによって異った形態：をとるものである。

これらの結び割きがいろいろ複雑なからみあい

をとってあらわれるが，これに加えてその生麓

物の性質が貯蔵にたえるものか，輸送の便不便，

夏に食糧であるか，加工原料であるか，あるいは

嗜妊晶であるか否かも，この形態の複雑創三を増

すことになる。この性質がまた国際的な商旨】1と

なるかどうかをもきめるものであって，ここに

これら複雑な形態を述べることはできないが，

ただこの形態如何が農家の生産形態にも逆に作

用を及ぼすものであることを指嫡するにとどめ

よう。
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